[image: image1.bmp][image: image2.bmp][image: image3.bmp][image: image4.jpg]


[image: image5.bmp][image: image6.png]



　
　安倍首相は新閣僚２０人中１２人を日本会議議連の幹部で固め、改憲への執念をもって臨時国会に臨みましたが、相次いで二人の閣僚が辞任に追い込まれ、「桜を見る会」で自身に関わる「私物化」が野党に追及され、疑惑を暴かれることを恐れて早々に国会を閉会することとなり、４国会続けて憲法審査会で自民党の改憲案を示すことができませんでした。
　にもかかわらず、国会閉会後の記者会見で「（憲法改正は）必ずや私の手で成し遂げたい」と述べ、２０２１年９月までの自民党総裁任期中の改憲実現に強い執念を示しています。
　そして、自民党が各地の改憲集会で使用するために党の国会議員や各都道府県連に配布している安倍首相のメッセージ動画では、全編の半分程も自衛隊の映像を延々と流し、首相が賛美し続け「憲法にしっかり私たちの『自衛隊』を明記しよう」と求めます。
　このような行為自体が憲法９９条の憲法尊重擁護義務違反であり、「三権分立」の原則を踏みにじるものですが、９条こそが改憲の標的であると自白するものです。
　暮れに共同通信が行った世論調査では、安倍首相の下での「憲法改正」に「反対」が５４．４％と、１１月よりも５．２％増加し、産経やＦＮＮの調査でも「賛成」が減り「反対」が増えています。
　憲法までも「私物化」し、立憲主義を壊す安倍政権を許すわけにはいきません。
　１１月に結成された「全国首長九条の会」の共同代表を務める東京武蔵野市の市長が１２月議会において、自民党議員からの攻撃に応えて「首相が９条を変えると信念をもって取り組んでいるなら、私自身も信念をもって市民のためにも９条を変えない立場を明確にすることは、改憲発議に言及されている中で必要である」と述べられたことは重要です。
その安倍政権が暮れに閣議決定した２０年度の政府予算案では、消費税増税によって落ち込んだ景気への本来必要な対策を取らず、社会保障予算では自然増の１２００億円を圧縮する一方、８年連続増額した軍事予算は５兆３千億を超え過去最高を更新しています。
また、国会審議もせず、閣議決定だけで自衛隊を「調査・研究」と偽って中東に派遣することを決定しましたが、年明け３日に米トランプ政権がイランの司令官を殺害したことにより、緊張関係が激化し、自衛隊の中東への派遣など、極めて危険なものとなっています。
また、暮れにはカジノ汚職も発覚、担当副大臣だった自民党の秋元議員が贈賄容疑で逮捕され、カジノ議連として知られる岩屋前防衛相や維新の会の下地議員らも事情聴取されています。
この様に、「戦争する国」づくりを推し進め、国民の声に耳を傾けようとしない安倍政権は、立憲主義と民主主義を踏みにじり、ウソとごまかしで国民を愚弄し、対米従属と財界中心の政治を極限まで貶めています。
　「桜を見る会」疑惑では、どの調査でも７割の国民が首相の説明に納得していないと答えています。安倍政権は、年が明ければ忘れてしまうだろうと、国民を侮っているかもしれません。
　しかし、私たちは決して忘れず、決して諦めず、追及の手を緩めることなく、今年を、市民と野党の力によって政治を変える「変革の年」にしようではありませんか！
　共に頑張りましょう！！
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・
　現行の日米安保条約は、１９６０年１月１９日に署名され、同年６月２３日に発効しました。日米地位協定は、その日米安保条約第６条に基づいて締結された協定です。その内容は、旧安保条約第３条に基づき在日米軍配備の条件などを定めた日米行政協定を前身としてその内容を基本的に引き継いだものとなっています。そして、その具体的な運用については日米合同委員会で協議され、その中身は国民に知らされません。
　日本国憲法と全く相いれない条約・協定に関して、国民から隠されたところで協議され、憲法よりも優先されているのが現状です。
　今年は、その６０年目の年です。今、全国でこのあまりにも不条理で国際的にも異常な日米地位協定に関して、抜本的改定を求める動きが広がりつつあります。全国知事会が全会一致で日米地位協定の抜本的改定を求めることを含めた提言を採択した２０１８年７月から２０１９年１２月２４日の間に、総自治体数の一割を超える１９０自治体が、日米地位協定の抜本的改定を求める趣旨の意見書を採択しています。

　今後、市民レベルで大きな運動にしていくことが求められています。そのため、「日米地位協定の抜本的改定を求める請願」署名を６月までに５００万筆集めることを目標として、取り組んでいます。
　１月１１日には、安保破棄大阪実行委員会として、「日米地位協定抜本的改定を！学習交流集会in大阪」を開催し、過半数の自治体で意見書を採択している長野県から、その中心を担っている安保破棄長野県実行委員会事務局長の林茂樹さんに来ていただきその経験から学びます。是非多数のご参加お願いします。
　大阪でもすでに、請願運動に取り組んでいるところもありますが、議会で「全国知事会が提言を採択しているのだから、地方自治体で採択する必要性がない」などとの理由で、否決されているところもあります。これは、地方自治のあり方が問われる大変重要な問題です。
　日米安保条約・日米地位協定６０年の今年を、それらを廃棄するための大きな飛躍の年としましょう。
「オール沖縄会議」共同代表

前名護市長

稲嶺　ススム　さん　　来る！
安保破棄大阪実行委員会も参加しての実行委員会主催で、「沖縄連帯のつどい―稲嶺　進さんを迎えて―」を開催します。
　日時は、２月２２日(土)午後６時開会。会場は、西成区民センター(大阪メトロ四つ橋線「岸里駅」下車すぐ　大阪メトロ堺筋線、南海本線・高野線「天下茶屋駅」下車徒歩５分)です。参加カンパとして５００円お願いしています。
　辺野古の問題、宮古島、石垣島への自衛隊配備の問題など、「戦争する国づくり」を阻止するためにも、引き続き沖縄と連帯して、たたかっていくことが求められています。今年の６月には、沖縄県議選も行われます。
　稲嶺さんから、沖縄の現状やこれからのたたかいについてなど、しっかりと話が聞けるつどいです。

辺野古の映像上映や、「ちばりよ～沖縄合唱団」による演奏もあります。

是非、多数のご参加お願いします。

2019年最後の大阪安保23定例宣伝行動を、12月23日の昼12時からいつもと同じく淀屋橋で行いました。継続的に行うようになってから通算で382回目の23行動です。


原水協、日本共産党、憲法会議からの弁士による訴えと、ビラ配布、「日米地位協定の抜本的改定を求める」請願署名呼びかけを10人の参加で行いました。


　自転車を止めて署名に協力してくれる青年や、字が書けないからと代筆で署名に協力してくれる人もいました。


　弁士からは、外交努力で平和を築いていこうという国際的な流れに逆行して、日本政府が軍事優先の予算を成立させたことへの批判、国民の半数以上が、憲法を今変えてほしいとは思っていないということがどの世論調査でも出ているということなどを訴えました。また、大阪市廃止構想に関しても、その道理のなさを伝え、２０２０年を大阪の未来を本気で語り合う年に年をしていこうと訴えました。


2020年最初の２３宣伝行動は、1月23日に毎回と同じく12時から淀屋橋で行います。是非、ご参加ください。




















　














２０２０年の年頭に当たって


　事務局長：守山　禎三
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稲嶺　進さん





日米安保条約・日米地位協定


60年目の今年を飛躍の年に！























1月


11日(土)「日米地位協定抜本的改定を！学習交流集会in大阪」


(13：30～大阪社会福祉会館)　


18日(土)大阪AALA・日中友好協会大阪府連共催・国際問題講演会


　　　　　　　　　　　　　　　　(14：00～国労会館３階大会議室)


　　　　大阪労連３０周年レセプション(シティプラザ大阪)


19日(日)「国会開会日前市民アクション」(14:00～新町北公園)


20日(月)国会開会日行動(12:00～中之島水上ステージ)集会後パレード


23日(木) 大阪安保23定例宣伝(12：00～淀屋橋)


25日(土)日米安保条約・地位協定60年「学習と運動交流の集い」


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11：00～全労連会館)





2月


１日(土)公害環境デー府民集会(13:30～エル大阪南館ホール)


２日(日)憲法会議・「憲法学習会」(西淀川区民センター)


５日(水)　2020年第２回常任幹事会　(10：00～大阪安保)


21日(金) 大阪安保23定例宣伝(12：00～淀屋橋)


22日(土) 「沖縄連帯のつどいー稲嶺進さんを迎えて」


　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18：00～西成区民センター)





当面の予定





安保破棄・諸要求貫徹大阪実行委員会


２０２０年総会(幹事会)


日時：２０２０年３月２８日(土)午後１時半～


場所：国労会館　３階大会議室


　「戦争する国づくり」が進められ、仕上げとばかりに、安倍首相が改憲への執念を燃やしています。この間、市民と野党の共同によって、その動きを押しとどめています。今年はさらに運動を大きく広げていくことが必要です。


　「安保破棄」を掲げ続ける、安保破棄大阪実行委員会として、これからの活動をどのような方針によってつくっていくかを考えるためにも、多数の団体、個人の方々の出席をお願いします。


※前半に学習をする予定です。内容、講師等　決まり次第お知らせしていきます。
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